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１．平成27年３月期第３四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第３四半期 52,924 8.6 3,913 9.5 3,827 9.7 2,365 13.2 

26年３月期第３四半期 48,752 19.3 3,572 8.3 3,488 13.7 2,089 23.5 
 
（注）包括利益 27年３月期第３四半期 2,645 百万円 （13.0％）  26年３月期第３四半期 2,340 百万円 （39.5％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第３四半期 94.05 － 

26年３月期第３四半期 83.06 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第３四半期 97,091 21,165 21.8 841.47 

26年３月期 94,519 19,275 20.4 766.34 
 
（参考）自己資本 27年３月期第３四半期 21,164 百万円   26年３月期 19,275 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 12.00 － 12.00 24.00 

27年３月期 － 15.00 －     

27年３月期（予想）       15.00 30.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

   27年３月期第２四半期末配当金の内訳 普通配当 12円00銭 記念配当 3円00銭 

   27年３月期（予想）期末配当金の内訳 普通配当 12円00銭 記念配当 3円00銭 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

（％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 72,000 6.5 5,400 6.9 5,160 5.9 3,000 1.2 119.27 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



 
※ 注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有 

② ①以外の会計方針の変更           ：無 

③ 会計上の見積りの変更            ：無 

④ 修正再表示                 ：無 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期３Ｑ 25,163,727 株 26年３月期 25,163,727 株 

② 期末自己株式数 27年３月期３Ｑ 11,475 株 26年３月期 11,098 株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期３Ｑ 25,152,466 株 26年３月期３Ｑ 25,152,697 株 

 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（2014年４月１日～2014年12月31日）におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴

う個人消費の弱さが見られるものの、政府の経済政策や金融政策の効果による企業収益や雇用環境の改善などによ

り緩やかな回復基調が続いております。しかしながら、急激な円安進行による原材料の価格高騰など、先行きにつ

いては依然として不透明な状況が続いております。 

 このような状況の下、当社グループは、事業を通じて、全てのお客様に「いちねんで、いちばんの毎日を。」ご

提供し、社会に貢献できる企業を目指しております。基盤事業である自動車総合サービス事業を中心に、ケミカル

事業、パーキング事業、機械工具販売事業、合成樹脂事業を展開しております。また基盤事業の強化を進めなが

ら、事業領域の枠にとらわれない新規事業への参入、規模拡大を目的とした積極的なＭ＆Ａ、海外展開にも挑戦し

ております。 

 

 当第３四半期連結累計期間の連結売上高は529億24百万円（対前年同期比8.6％増）、営業利益は39億13百万円

（対前年同期比9.5％増）、経常利益は38億27百万円（対前年同期比9.7％増）、四半期純利益は23億65百万円（対

前年同期比13.2％増）となりました。 

 

 各セグメントの業績は、次のとおりであります。なお、下記のセグメント別売上高は、内部売上高消去前の金額

であります。 

 

＜自動車総合サービス事業＞ 

 リースにおきましては、リース契約車両は小型化傾向にありますが、リース化の進んでいない地方市場、並びに

中小口規模の企業を中心に新規販売を積極的に行いリース契約の増加に努めました。また、既存顧客との取引深耕

にも注力した結果、2014年12月末現在リース契約台数は63,518台（対前期末比1,167台増）となり、リース契約高

は181億48百万円（対前年同期比1.5％増）、リース未経過契約残高は516億93百万円（対前期末比3.9％増）となり

ました。 

 自動車メンテナンス受託におきましては、当社グループ独自の自動車整備工場ネットワークによる高い点検実施

率を強みとしながら、契約台数、契約残高の増加に努めた結果、メンテナンス受託契約高は39億1百万円（対前年

同期比4.2％減）、メンテナンス未経過契約残高は74億14百万円(対前期末比2.4％増)となりました。 

 燃料販売におきましては、主に自動車用燃料給油カードにおいて、低燃費車の普及により需要が減少傾向にあり

ますが、付加価値の高いサービスを強みとし、新規顧客獲得並びに販売数量の確保に注力いたしました。 

 損益面では、リース及び自動車メンテナンス受託において、契約台数の増加と低年式・走行過多車両の入替えを

促進し、メンテナンスコストの抑制に注力いたしました。燃料販売では、自動車用燃料給油カードの販売価格の調

整を適時・適切に実施いたしました。 

 この結果、売上高は279億24百万円（対前年同期比5.1％増）、セグメント利益は23億17百万円（対前年同期比

4.2％増）となりました。 

 

＜ケミカル事業＞ 

 ケミカル事業におきましては、工業薬品関連では、主力製品である燃料添加剤の販売数量が減少し、洗浄剤は前

年同期の大型案件の反動により大幅に減少いたしました。また、化学品関連では、機械工具商向けケミカル製品の

販売が堅調に推移いたしました。 

 この結果、売上高は80億90百万円(対前年同期比2.0％減)、セグメント利益は5億33百万円(対前年同期比18.8％

減)となりました。 

 

＜パーキング事業＞ 

 パーキング事業におきましては、中長期的に安定した収益基盤を築くため、更なる駐車場数の拡大に努めた結

果、2014年12月末現在駐車場管理件数は917件（対前期末比91件増）、管理台数は22,915台（対前期末比2,218台

増）となりました。 

 損益面では、既存駐車場の収益改善策として、周辺店舗への駐車チケットの販売、月極契約の募集や駐車料金の

見直し等、売上拡大策を講じるとともに、運営コストの低減を図ってまいりました。その一方、消費税率引き上げ

の影響や営業員の増員並びに積極的な広告宣伝等に伴う費用の増加がありました。 

 この結果、売上高は34億81百万円（対前年同期比11.8％増）、セグメント利益は4億27百万円（対前年同期比

7.1％増）となりました。 
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＜機械工具販売事業＞ 

 機械工具販売事業におきましては、取扱アイテムの拡充、オリジナル製品の開発を促進するとともに商品調達コ

ストの軽減に努めてまいりました。 

 損益面では、前連結会計年度に株式を取得した子会社の寄与もあり大幅に伸びております。機械工具及び自動車

整備工具の販売は堅調に推移し、空調工具及び計測工具の販売は底堅く推移いたしました。 

 この結果、売上高は84億54百万円（対前年同期比27.1％増）、セグメント利益は3億円（前年同期は95百万円の

セグメント利益）となりました。 

 

＜合成樹脂事業＞ 

 合成樹脂事業におきましては、新規顧客の開拓を図るとともに品質改善に努めてまいりました。 

 損益面では、遊技機メーカーへの合成樹脂製品及び科学計測器の販売が好調に推移し、前年同期を大幅に上回り

ました。 

 この結果、売上高は50億79百万円（対前年同期比19.6％増）、セグメント利益は3億6百万円（対前年同期比

76.0％増）となりました。 

 

＜その他＞ 

 その他におきましては、売上高は82百万円（対前年同期比5.2％減）、セグメント利益は16百万円（対前年同期

比43.1％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

＜資産の状況＞

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は372億84百万円となり、前連結会計年度末残高370億60百

万円と比べて2億23百万円増加いたしました。これは消費税増税前の駆け込み需要により生じた売掛債権の回収に

よる「受取手形及び売掛金」の減少12億46百万円、中間納付による未収還付法人税等の増加及び燃料販売仕入に係

る前渡金の増加等による「その他」の増加7億86百万円、「現金及び預金」の増加5億55百万円が主な要因でありま

す。 

 固定資産の残高は597億88百万円となり、前連結会計年度末残高574億31百万円と比べて23億56百万円増加いたし

ました。これはオペレーティング・リース取引の契約増加による「賃貸資産」の増加20億96百万円及び時価評価等

による「投資有価証券」の増加5億55百万円が主な要因であります。 

 繰延資産の残高は19百万円となり、前連結会計年度末残高27百万円と比べて7百万円減少いたしました。 

 以上の結果、資産合計は当第３四半期連結会計期間末残高970億91百万円となり、前連結会計年度末残高945億19

百万円と比べて25億72百万円増加いたしました。 

 

＜負債の状況＞ 

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は339億93百万円となり、前連結会計年度末残高356億19百

万円と比べて16億25百万円減少いたしました。これは資金調達による「１年内返済予定の長期借入金」の増加21億

62百万円、借入金の返済による「短期借入金」の減少7億75百万円、消費税増税前の駆け込み需要により生じた仕

入債務の支払による「支払手形及び買掛金」の減少16億29百万円及び納税等による「未払法人税等」の減少16億23

百万円が主な要因であります。 

 固定負債の残高は419億32百万円となり、前連結会計年度末残高396億23百万円と比べて23億9百万円増加いたし

ました。これは社債の償還に伴う「社債」の減少6億11百万円及び資金調達による「長期借入金」の増加28億97百

万円が主な要因であります。 

 以上の結果、負債合計は当第３四半期連結会計期間末残高759億26百万円となり、前連結会計年度末残高752億43

百万円と比べて6億83百万円増加いたしました。 

 

＜純資産の状況＞ 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は211億65百万円となり、前連結会計年度末残高192億75百万円

と比べて18億89百万円増加いたしました。これは、「四半期純利益」の計上による「利益剰余金」の増加23億65百

万円、配当金の支払による「利益剰余金」の減少6億79百万円が主な要因であります。 

 

＜キャッシュ・フローの状況＞ 

 当第３四半期連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物の四半期末残高は、前連結会計年度末よ

り5億55百万円増加し、20億22百万円となりました。

 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、△10億53百万円（前年同期は△14億5百万円）となりました。これは主

に、「税金等調整前四半期純利益」が38億83百万円となったこと、オペレーティング・リース取引の契約増加によ

り「賃貸資産の純増減額（△は増加）」△80億46百万円が「減価償却費」67億84百万円を上回ったこと、「法人税

等の支払額」が△29億93百万円になったこと、消費税増税前の駆け込み需要により生じた債権・債務の減少による

「売上債権の増減額（△は増加）」12億46百万円及び「仕入債務の増減額（△は減少）」△14億99百万円によるも

のであります。

 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、△13億91百万円（前年同期は△15億77百万円）となりました。これは主

に、自動車総合サービス事業に係る基幹システムの開発、パーキング事業における機器及び構築物の購入等による

「有形及び無形固定資産の取得による支出」△14億1百万円によるものであります。 

 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、30億円（前年同期は26億22百万円）となりました。これは主に、「借入

れによる収入」236億50百万円及び「コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少）」5億円が、「借入金の返済

による支出」△193億64百万円及び「社債の償還による支出」△10億61百万円を上回ったことによるものでありま

す。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の業績につきましては、現時点では、2014年10月30日に公表いたしました業績予想に変更はございません。

なお、引き続き今後の業績動向を踏まえ精査しており、修正の必要が生じた場合には速やかにお知らせいたしま

す。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 2012年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 2012年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法については期間定額基準を適用し、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく

割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方

法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が121百万円増加し、利益剰余金が76百万円

減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益及びセグメント情報に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2014年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2014年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,477 2,033 

受取手形及び売掛金 11,275 10,029 

リース・メンテナンス未収入金 1,951 2,014 

リース投資資産 15,484 15,222 

商品及び製品 2,672 2,954 

仕掛品 52 52 

原材料及び貯蔵品 336 320 

前払費用 1,865 2,242 

繰延税金資産 585 261 

その他 1,372 2,158 

貸倒引当金 △12 △5 

流動資産合計 37,060 37,284 

固定資産    

有形固定資産    

賃貸資産 58,721 62,679 

減価償却累計額 △28,620 △30,481 

賃貸資産（純額） 30,101 32,197 

土地 9,472 9,397 

その他 12,672 13,136 

減価償却累計額 △7,148 △7,447 

その他（純額） 5,524 5,689 

有形固定資産合計 45,098 47,284 

無形固定資産    

のれん 5,002 4,518 

その他 468 1,038 

無形固定資産合計 5,470 5,556 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,110 3,666 

長期前払費用 1,305 1,386 

繰延税金資産 1,061 624 

その他 1,503 1,431 

貸倒引当金 △118 △161 

投資その他の資産合計 6,862 6,946 

固定資産合計 57,431 59,788 

繰延資産 27 19 

資産合計 94,519 97,091 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2014年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2014年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 11,727 10,098 

短期借入金 4,475 3,700 

コマーシャル・ペーパー 1,500 2,000 

1年内償還予定の社債 1,772 1,322 

1年内返済予定の長期借入金 12,160 14,322 

リース債務 236 144 

未払法人税等 1,718 95 

リース・メンテナンス前受金 503 545 

賞与引当金 433 193 

品質保証引当金 41 57 

その他 1,052 1,515 

流動負債合計 35,619 33,993 

固定負債    

社債 2,994 2,383 

長期借入金 34,748 37,645 

リース債務 92 47 

退職給付に係る負債 917 1,023 

役員退職慰労引当金 175 159 

資産除去債務 217 234 

その他 477 438 

固定負債合計 39,623 41,932 

負債合計 75,243 75,926 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,529 2,529 

資本剰余金 4,155 4,156 

利益剰余金 12,147 13,756 

自己株式 △6 △6 

株主資本合計 18,826 20,435 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 468 736 

繰延ヘッジ損益 － 10 

退職給付に係る調整累計額 △18 △16 

その他の包括利益累計額合計 449 729 

少数株主持分 0 0 

純資産合計 19,275 21,165 

負債純資産合計 94,519 97,091 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2013年４月１日 
 至 2013年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年12月31日) 

売上高 48,752 52,924 

売上原価 37,129 40,477 

売上総利益 11,622 12,447 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 465 532 

給料手当及び賞与 3,173 3,155 

賞与引当金繰入額 222 182 

退職給付費用 208 170 

役員退職慰労引当金繰入額 29 24 

貸倒引当金繰入額 2 36 

品質保証引当金繰入額 △11 35 

のれん償却額 505 484 

その他 3,453 3,911 

販売費及び一般管理費合計 8,049 8,533 

営業利益 3,572 3,913 

営業外収益    

受取配当金 48 49 

仕入割引 41 52 

保険解約返戻金 67 － 

その他 69 62 

営業外収益合計 227 164 

営業外費用    

支払利息 217 186 

支払手数料 21 15 

その他 72 48 

営業外費用合計 312 250 

経常利益 3,488 3,827 

特別利益    

固定資産売却益 50 27 

投資有価証券売却益 69 51 

特別利益合計 120 79 

特別損失    

固定資産除売却損 36 22 

投資有価証券売却損 0 0 

特別損失合計 36 23 

税金等調整前四半期純利益 3,572 3,883 

法人税、住民税及び事業税 1,788 861 

法人税等調整額 △305 656 

法人税等合計 1,483 1,517 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,089 2,365 

少数株主利益 0 0 

四半期純利益 2,089 2,365 

 

- 8 -

㈱イチネンホールディングス（9619）　2015年3月期　第3四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2013年４月１日 
 至 2013年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,089 2,365 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 251 268 

繰延ヘッジ損益 － 10 

退職給付に係る調整額 － 2 

その他の包括利益合計 251 280 

四半期包括利益 2,340 2,645 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,340 2,645 

少数株主に係る四半期包括利益 0 0 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2013年４月１日 
 至 2013年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 3,572 3,883 

減価償却費 6,144 6,784 

のれん償却額 505 484 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 35 

受取利息及び受取配当金 △51 △54 

支払利息 217 186 

売上債権の増減額（△は増加） △203 1,246 

たな卸資産の増減額（△は増加） △121 △337 

リース投資資産の純増減額（△は増加） 483 109 

賃貸資産の純増減額（△は増加） △8,677 △8,046 

仕入債務の増減額（△は減少） △585 △1,499 

利息及び配当金の受取額 51 52 

利息の支払額 △230 △180 

法人税等の支払額 △1,115 △2,993 

法人税等の還付額 250 77 

その他 △1,644 △801 

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,405 △1,053 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △15 △10 

定期預金の払戻による収入 288 10 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,518 △1,401 

有形及び無形固定資産の売却による収入 349 113 

固定資産の除却による支出 △4 △3 

投資有価証券の取得による支出 △147 △184 

投資有価証券の売却による収入 213 81 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△902 － 

その他 159 2 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,577 △1,391 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 4,323 8,800 

短期借入金の返済による支出 △7,818 △9,575 

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 1,000 500 

長期借入れによる収入 16,640 14,850 

長期借入金の返済による支出 △8,685 △9,789 

社債の償還による支出 △2,211 △1,061 

リース債務の返済による支出 △15 △18 

配当金の支払額 △578 △679 

その他 △31 △25 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,622 3,000 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △360 555 

現金及び現金同等物の期首残高 1,809 1,466 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,449 2,022 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2013年４月１日 至 2013年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 
（注１） 合計 

調整額 
（注２） 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 

（注３） 
 

自動車総合 
サービス 

事業 

ケミカル 
事業 

パーキング 
事業 

機械工具 
販売事業 

合成樹脂 
事業 

計 

売上高                    

外部顧客へ 

の売上高 
26,489 8,169 3,111 6,649 4,245 48,665 86 48,752 － 48,752 

セグメント 

間の内部売 

上高又は振 

替高 

86 85 2 3 － 177 － 177 △177 － 

計 26,575 8,255 3,114 6,652 4,245 48,842 86 48,929 △177 48,752 

セグメント 

利益 
2,223 656 399 95 174 3,549 11 3,560 12 3,572 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸及び管理等でありま

す。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動）

 「機械工具販売事業」セグメントにおいて、タスコジャパン株式会社の株式を取得したことに伴い、同社

を新たに連結の範囲に含めております。当該事象による当第３四半期連結累計期間におけるのれんの償却額

は46百万円、当第３四半期連結会計期間末における未償却残高は422百万円であります。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2014年４月１日 至 2014年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 
（注１） 合計 

調整額 
（注２） 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 

（注３） 
 

自動車総合 
サービス 

事業 

ケミカル 
事業 

パーキング 
事業 

機械工具 
販売事業 

合成樹脂 
事業 

計 

売上高                    

外部顧客へ

の売上高 
27,838 7,997 3,481 8,446 5,079 52,842 82 52,924 － 52,924 

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高 

86 93 － 7 － 187 － 187 △187 － 

計 27,924 8,090 3,481 8,454 5,079 53,030 82 53,112 △187 52,924 

セグメント 

利益 
2,317 533 427 300 306 3,884 16 3,901 12 3,913 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産の賃貸及び管理等でありま

す。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。
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